
(57)【要約】

【課題】超音波観察画像上に抜け部が減少した針管画像

を描出させて、目的部位への穿刺を確実に行える超音波

用穿刺針を提供すること。

【解決手段】針管３の先端近傍から所定範囲の管状部３

ｂに、超音波を反射させるための円環状の溝である円環

溝５，…，５が複数、設けてある。これら円環溝５，…

，５は、加工パターンを設定制御したＹＡＧレーザー或

いは放電加工によって、刃付加部３ａを傷つけることな

く、先端から放射状に管状部３ｂに高密度に形成されて

いる。円環溝５は、略直線状の面部５ｃを円環溝５の底

部及び側部に設けた断面形状に形成して、浅い角度から

の超音波の入射等に対して、反射エコーをより多く得ら

れる構成になっている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る シ ー ス と 、 こ の シ ー ス 内 を 挿 通 し て 体
腔 内 組 織 に 穿 刺 さ れ る 先 端 部 表 面 に 千 鳥 配 列 で 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 設 け た 針 管 と を 具 備 す
る 超 音 波 用 穿 刺 針 に お い て 、
前 記 針 管 の 先 端 部 表 面 に 設 け る 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 、 針 管 先 端 近 傍 か ら 所 定 範 囲 に 渡 っ て
設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 用 穿 刺 針 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 、 針 管 先 端 か ら 放 射 状 に 広 が る よ う に 配 列 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 用 穿 刺 針 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 体 腔 内 に 導 入 し て 吸 引 生 検 や 注 射 等 を 行 う た め に 使 用 す る 超 音 波 用 穿 刺 針 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 体 腔 内 の 患 部 を 検 査 診 断 す る た め 、 超 音 波 内 視 鏡 に よ り 体 腔 内 を 観 察 し な が ら
、 穿 刺 針 を 用 い て 胃 や 十 二 指 腸 の 消 化 管 壁 等 か ら 、 膵 臓 、 肝 臓 、 腎 臓 等 の 深 部 臓 器 の 目 的
部 位 に 穿 刺 針 を 穿 刺 し て 、 体 腔 内 組 織 や 体 液 を 採 取 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 手 技 で は 、 穿 刺 針 の 穿 刺 量 が 浅 す ぎ た り 、 深 す ぎ た り す る と 、 針 先 が 目 的 部 位 に 到 達
し な い の で 所 望 の 位 置 で の 体 腔 内 組 織 や 体 液 の 採 取 等 を 行 え な く な る 。 そ し て 、 従 来 の 超
音 波 用 穿 刺 針 で は 、 こ の 穿 刺 針 の 表 面 に お い て 反 射 さ れ た 超 音 波 に よ っ て 得 ら れ る 針 管 の
超 音 波 画 像 が 超 音 波 観 察 画 像 上 に 描 出 さ れ ず 、 針 先 と 目 的 部 位 と の 位 置 関 係 及 び 距 離 に 関
す る 情 報 を 正 確 に 得 る こ と が で き な か っ た 。 こ れ は 、 穿 刺 針 の 外 径 寸 法 が １ ｍ ｍ に も 満 た
な い も の で あ り 、 こ の 穿 刺 針 の 表 面 か ら の 超 音 波 の 反 射 エ コ ー が 十 分 な も の で は な く 、 つ
ま り 超 音 波 に 対 す る 造 影 性 が 低 い の で 、 超 音 波 観 察 画 像 上 に 明 瞭 な 穿 刺 針 の 画 像 が 描 出 さ
れ な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 不 具 合 を 解 消 す る た め 、 本 出 願 人 は 特 願 ２ ０ ０ １ － ３ ９ ８ １ ３ ０ 号 に お い て 、 図 ８ （
ａ ） に 示 す よ う に 針 管 ３ ０ の 先 端 部 表 面 ３ １ 所 定 位 置 に 複 数 の 円 環 状 の 溝 ３ ２ を 千 鳥 配 列
で 設 け 、 垂 直 方 向 及 び 垂 直 方 向 以 外 か ら 入 射 し た 超 音 波 を 入 射 し た 方 向 に 多 く 反 射 さ せ て
、 超 音 波 観 察 画 像 上 に 針 管 画 像 を 明 瞭 に 描 出 さ れ る よ う に し た 超 音 波 用 穿 刺 針 を 提 案 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 特 願 ２ ０ ０ １ － ３ ９ ８ １ ３ ０ 号 の 超 音 波 用 穿 刺 針 で は 、 図 ８ （ ｂ ） に
示 す よ う に 前 記 針 管 ３ ０ を 超 音 波 内 視 鏡 ３ ４ の 図 示 し な い 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出
さ せ て 刃 付 加 部 ３ ３ ａ が 超 音 波 振 動 子 ３ ５ の 走 査 面 ３ ５ ａ 側 を 向 い て い る 場 合 に は 超 音 波
観 察 画 像 上 に 針 管 先 端 ３ ３ ｃ と 刃 付 加 部 端 部 ３ ３ ｄ と が 映 し 出 さ れ る こ と が 検 証 さ れ て い
る が 、 図 ８ （ ｃ ） に 示 す よ う に 前 記 針 管 ３ ０ を 超 音 波 内 視 鏡 ３ ４ の 図 示 し な い 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 さ せ て 刃 付 加 部 背 面 ３ ３ ｂ が 超 音 波 振 動 子 ３ ５ の 走 査 面 ３ ５ ａ 側 を 向
い て い た 場 合 に は 、 図 ８ （ ｄ ） に 示 す よ う に 超 音 波 観 察 画 像 ３ ６ 上 に 、 破 線 で 示 す よ う な
抜 け 部 ３ ７ を 、 刃 付 加 部 ３ ３ の 先 端 側 を 表 す 幅 狭 な 刃 面 先 端 側 画 像 ３ ３ ａ と 円 環 状 の 溝 ３
２ を 有 す る 先 端 部 表 面 ３ １ を 表 す 針 管 先 端 部 表 面 画 像 ３ １ ａ と の 間 に 有 す る 針 管 画 像 ３ ０
ａ と な っ て 描 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 こ の よ う な 針 管 画 像 ３ ０ ａ が 超 音 波 観 察 画 像 ３ ６ 上 に 描 出 さ れ る 針 管 ３ ０ を 体 腔
壁 近 傍 の 微 小 な 病 変 に 対 し て 穿 刺 す る 場 合 に は 、 針 管 ３ ０ の 突 出 量 が わ ず か で あ る こ と 及
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び 体 腔 壁 が ハ イ エ コ ー で 描 出 さ れ る こ と が 原 因 で 、 前 記 抜 け 部 ３ ７ に 加 え て 前 記 刃 面 先 端
側 画 像 ３ ３ ａ の 認 識 が 不 能 に な っ て 、 穿 刺 位 置 の 把 握 を 容 易 に 行 え な く な る と い う 不 具 合
が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 超 音 波 観 察 画 像 上 に 抜 け 部 の 減 少 し た 針
管 画 像 を 描 出 さ せ て 、 目 的 部 位 へ の 穿 刺 を 確 実 に 行 え る 超 音 波 用 穿 刺 針 を 提 供 す る こ と を
目 的 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 用 穿 刺 針 は 、 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る シ ー ス と
、 こ の シ ー ス 内 を 挿 通 し て 体 腔 内 組 織 に 穿 刺 さ れ る 先 端 部 表 面 に 千 鳥 配 列 で 複 数 の 円 環 状
の 溝 を 設 け た 針 管 と を 具 備 す る 超 音 波 用 穿 刺 針 で あ っ て 、
前 記 針 管 の 先 端 部 表 面 に 設 け る 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 、 針 管 先 端 近 傍 か ら 所 定 範 囲 に 渡 っ て
設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 、 針 管 先 端 か ら 放 射 状 に 広 が る よ う に 配 列 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ ら の 構 成 に よ れ ば 、 内 視 鏡 か ら 突 出 す る 針 管 の 向 き と 超 音 波 振 動 子 の 走 査 面 と の 位 置
関 係 に か か わ ら ず 、 針 管 の 先 端 側 か ら 所 定 範 囲 に 設 け た 円 環 状 の 溝 に 、 針 管 の 略 垂 直 方 向
及 び 垂 直 方 向 以 外 か ら 入 射 し た 超 音 波 が 、 入 射 し た 方 向 に 多 く 反 射 し て 、 超 音 波 観 察 画 像
上 に 針 管 の 先 端 側 か ら 所 定 範 囲 ま で の 針 管 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ な い し 図 ７ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 超 音 波 用 穿 刺 針 を 説 明 す る 図 、 図 ２
は 針 管 先 端 部 を 説 明 す る 図 、 図 ３ は 円 環 溝 の 配 列 状 態 を 模 式 的 に 説 明 す る 展 開 図 、 図 ４ は
図 ２ （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 断 面 図 、 図 ５ は 超 音 波 内 視 鏡 か ら 超 音 波 用 穿 刺 針 の 針 管 を 突 出 さ せ
た 一 例 を 説 明 す る 図 、 図 ６ は 超 音 波 内 視 鏡 か ら 超 音 波 用 穿 刺 針 の 針 管 を 突 出 さ せ た 他 の 例
を 説 明 す る 図 、 図 ７ は 超 音 波 内 視 鏡 か ら 超 音 波 用 穿 刺 針 の 針 管 を 突 出 さ せ た 別 の 例 を 説 明
す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
な お 、 図 ２ （ ａ ） は 針 管 先 端 部 の 側 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 針 管 先 端 部 の 上 面 図 、 図 ２ （ ｃ ）
は 針 管 先 端 部 の 下 面 図 、 図 ５ （ ａ ） は 超 音 波 振 動 子 の 走 査 面 に 針 管 の 刃 付 加 部 背 面 側 が 対
向 し た 状 態 を 示 す 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 図 ５ （ ａ ） の 突 出 状 態 の と き の 超 音 波 画 像 を 示 す 図 、
図 ６ （ ａ ） は 超 音 波 振 動 子 の 走 査 面 に 針 管 の 側 面 が 対 向 し た 状 態 を 示 す 図 、 図 ６ （ ｂ ） は
図 ６ （ ａ ） の 突 出 状 態 の と き の 超 音 波 画 像 を 示 す 図 、 図 ７ （ ａ ） は 超 音 波 振 動 子 の 走 査 面
に 針 管 の 刃 付 加 部 側 が 対 向 し た 状 態 を 示 す 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 図 ７ （ ａ ） の 突 出 状 態 の と き
の 超 音 波 画 像 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 超 音 波 用 穿 刺 針 １ は 、 例 え ば 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ
ル に 挿 入 さ れ る シ ー ス ２ と 、 こ の シ ー ス ２ の 基 端 部 に 配 置 さ れ た 把 持 部 を 兼 ね る 操 作 部 ６
と 、 こ の 操 作 部 ６ を 介 し て 前 記 シ ー ス ２ 内 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ て 先 端 部 に 鋭 利 な 形
状 に 形 成 し た 刃 付 加 部 ３ ａ 等 を 有 す る 穿 刺 部 を 備 え 、 そ の 基 端 側 に 管 部 を 設 け た 細 長 で 薄
肉 の 例 え ば ス テ ン レ ス パ イ プ で 形 成 さ れ た 針 管 ３ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
な お 、 前 記 針 管 ３ の 貫 通 孔 内 に 先 端 が 鋭 利 な 形 状 の ス タ イ レ ッ ト ４ を 挿 脱 自 在 に 配 置 す る
よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ な い し 図 ４ を 参 照 し て 針 管 ３ の 先 端 部 に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ （ ａ ） な い し 図 ３ に 示 す よ う に 前 記 針 管 ３ の 先 端 近 傍 か ら 所 定 範 囲 の 穿 刺 部 で あ る 管
状 部 ３ ｂ の 先 端 部 表 面 に は 、 超 音 波 を 反 射 さ せ る 、 い わ ゆ る 超 音 波 反 射 手 段 と な る 円 環 状
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の 溝 で あ る 円 環 溝 ５ ， … ， ５ が 複 数 、 設 け て あ る 。 こ れ ら 円 環 溝 ５ ， … ， ５ は 、 前 記 刃 付
加 部 ３ ａ を 傷 つ け る こ と な く 、 例 え ば 先 端 側 で 前 記 刃 付 加 部 ３ ａ の 背 面 に 位 置 す る 刃 付 加
部 背 面 ３ ｃ 所 定 位 置 か ら 放 射 状 に 広 が る よ う に 複 数 、 千 鳥 配 列 に 加 工 パ タ ー ン を 設 定 制 御
し た Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ ー 或 い は 放 電 加 工 に よ っ て 、 管 状 部 ３ ｂ に 高 密 度 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ に 示 す よ う に 前 記 円 環 溝 ５ は 、 浅 い 角 度 か ら の 超 音 波 の 入 射 等 に 対 し て 、 反 射 エ コ ー
を よ り 多 く 得 ら れ る よ う に 、 略 直 線 状 の 面 部 ５ ｃ を 円 環 溝 ５ の 底 部 及 び 側 部 に 設 け た 断 面
形 状 に 形 成 し て あ る 。 こ れ ら 円 環 溝 ５ ， … ， ５ は 、 具 体 的 に は 例 え ば Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ ー か ら
出 力 さ れ る レ ー ザ ー 光 の ス ポ ッ ト 径 を ０ ． １ ｍ ｍ に 設 定 し 、 こ の レ ー ザ ー 光 の 照 射 位 置 と
前 記 針 管 ３ の 配 置 位 置 と を そ れ ぞ れ 制 御 し て 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 所 定 の 径 寸 法 の
凸 部 ５ ａ を 残 こ し 、 そ の 凸 部 ５ ａ の 周 囲 に 所 定 幅 寸 法 （ ｗ ） の 溝 ５ ｂ を 形 成 し て 形 作 ら れ
て い く 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ な い し 図 ７ を 参 照 し て 上 述 の よ う に 構 成 し た 超 音 波 用 穿 刺 針 １ の 針 管 ３ を 超 音 波 内 視
鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 さ せ た と き の 作 用 を 説 明 す る 。
ま ず 、 針 管 ３ を 超 音 波 内 視 鏡 ９ の 図 示 し な い 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 さ せ て 超 音 波
振 動 子 ９ ａ の 超 音 波 走 査 範 囲 内 に 配 置 さ せ た と き 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に こ の 針 管 ３ の
刃 付 加 部 背 面 ３ ｃ 側 が 前 記 超 音 波 振 動 子 ９ ａ 方 向 に 向 い た 場 合 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ９ ａ の
走 査 面 ９ ｂ に 対 し て 前 記 図 ２ （ ｂ ） の 上 面 図 に 示 す よ う に 管 状 部 ３ ｂ に 設 け ら れ て い る 円
環 溝 ５ ， … ， ５ の う ち 最 後 方 側 の 円 環 溝 ５ か ら 最 先 端 の 第 １ 円 環 溝 ５ ｄ ま で が 対 向 し た 状
態 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の こ と に よ っ て 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 超 音 波 観 察 画 像 １ ０ Ａ 上 に は 、 超 音 波 が 刃 付
加 部 ３ ａ の 先 端 で 反 射 し て 得 ら れ る 針 管 先 端 画 像 １ １ と 、 超 音 波 が 針 管 ３ の 刃 付 加 部 背 面
３ ｃ で 先 端 近 傍 か ら 所 定 範 囲 ま で 設 け た 円 環 溝 ５ ， … ， ５ で 反 射 し て 得 ら れ る 管 状 部 ３ ｂ
を 示 す 針 管 先 端 部 表 面 画 像 １ ２ と を 有 す る 針 管 画 像 １ ３ ａ が 描 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 針 管 画 像 １ ３ ａ は 、 円 環 溝 ５ ， … ， ５ を 設 け た 管 状 部 ３ ｂ か ら 針 管 先 端 ま で の 略 全 体
を 示 す 超 音 波 画 像 で あ る が 、 前 記 針 管 先 端 画 像 １ １ と 前 記 針 管 先 端 部 表 面 画 像 １ ２ と の 間
に は 厳 密 に は 抜 け 部 １ ４ が 認 め ら れ る 。 こ の 抜 け 部 １ ４ は 、 前 記 図 ２ （ ｂ ） の 上 面 図 に 示
す 針 管 先 端 と 最 先 端 に 位 置 す る 第 １ 円 環 溝 ５ ｄ と の 間 に よ っ て 形 成 さ れ る 部 分 を 示 す も の
で あ る が 、 破 線 で 示 す 従 来 の 針 管 ３ ０ を と ら え た 針 管 画 像 ３ ０ ａ の 長 さ 寸 法 Ｌ で 示 す 抜 け
部 ３ ７ に 比 べ て 極 端 に 幅 狭 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 前 記 針 管 ３ の 刃 付 加 部 ３ ａ の 一 側 面 が 前 記 超 音 波 振 動 子 ９
ａ 方 向 を 向 い て 突 出 し た 場 合 、 こ の と き 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ９ ａ の 走 査 面 ９ ｂ に 対 し て 前
記 図 ２ （ ａ ） の 側 面 図 に 示 す よ う に 管 状 部 ３ ｂ に 設 け ら れ て い る 円 環 溝 ５ ， … ， ５ の う ち
最 先 端 の 第 １ 円 環 溝 ５ ｄ の 側 部 ま で が 対 向 し た 状 態 に な る 。 即 ち 、 前 記 走 査 面 ９ ｂ に 対 す
る 円 環 溝 ５ ， … ， ５ の 対 向 位 置 構 成 は 多 少 異 な る が 、 前 記 図 ５ （ ａ ） と 略 同 様 に 最 後 方 側
の 円 環 溝 ５ か ら 最 先 端 の 第 １ 円 環 溝 ５ ｄ ま で が 対 向 し た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
し た が っ て 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 超 音 波 観 察 画 像 １ ０ Ｂ 上 に は 、 前 記 図 ５ （ ｂ ） に 示
し た と 略 同 様 に 、 前 記 針 管 先 端 画 像 １ １ 及 び 前 記 針 管 先 端 部 表 面 画 像 １ ２ と 前 記 抜 け 部 １
４ と で 構 成 さ れ た 針 管 画 像 １ ３ ａ が 描 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 い で 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 前 記 針 管 ３ の 刃 付 加 部 ３ ａ が 前 記 超 音 波 振 動 子 ９ ａ 方 向
を 向 い て 突 出 し た 場 合 、 こ の と き に は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 ９ ａ の 走 査 面 ９ ｂ に 対 し て 前 記
図 ２ （ ｃ ） の 下 面 図 に 示 す よ う に 貫 通 孔 を 有 し て 傾 斜 面 か ら な る 刃 付 加 部 ３ ａ 、 こ の 刃 付
加 部 ３ ａ の 中 途 部 に 設 け ら れ て い る 刃 中 途 円 環 溝 ５ ｅ 、 及 び 刃 付 加 部 ３ ａ の 基 端 側 よ り 後
方 に 位 置 す る 円 環 溝 ５ ， … ， ５ が 配 列 さ れ て い る 管 状 部 ３ ｂ と が 対 向 し た 状 態 に な る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の こ と に よ っ て 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 超 音 波 観 察 画 像 １ ０ Ｃ 上 に は 、 超 音 波 が 刃 付
加 部 ３ ａ の 先 端 で 反 射 し て 得 ら れ る 針 管 先 端 画 像 １ １ と 、 刃 付 加 部 ３ ａ の 刃 付 加 部 後 端 部
３ ｄ に 反 射 し て 得 ら れ る 刃 後 端 部 画 像 １ ５ と 、 刃 付 加 部 後 方 側 に 複 数 設 け ら れ て い る 円 環
溝 ５ で 反 射 し て 得 ら れ る 針 管 先 端 部 表 面 画 像 １ ２ ａ と を 有 す る 針 管 画 像 １ ３ ｂ が 描 出 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 針 管 画 像 １ ３ ｂ は 、 円 環 溝 ５ ， … ， ５ を 設 け た 管 状 部 ３ ｂ か ら 針 管 先 端 ま で の 略 全 体
を 示 す 超 音 波 画 像 で あ る が 、 前 記 針 管 先 端 画 像 １ １ と 前 記 刃 後 端 部 画 像 １ ５ 及 び こ の 刃 後
端 部 画 像 １ ５ と 前 記 針 管 先 端 部 表 面 画 像 １ ２ と の 間 に 抜 け 部 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ が 認 め ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 抜 け 部 １ ４ ａ は 、 前 記 図 ２ （ ｃ ） の 下 面 図 に 示 す 先 端 と 刃 付 加 部 後 端 部 ３ ｄ と の 間 に
よ っ て 形 成 さ れ る も の で あ り 、 前 記 抜 け 部 １ ４ ｂ は 前 記 図 ２ （ ｃ ） の 下 面 図 に 示 す 前 記 刃
付 加 部 後 端 部 ３ ｄ と 刃 後 方 円 環 溝 ５ ｆ と の 間 に よ っ て 形 成 さ れ る も の で あ る 。 こ の 形 態 に
あ っ て も 、 図 ８ に 示 す 従 来 の 針 管 ３ ０ を と ら え た 針 管 画 像 ３ ０ ａ の 長 さ 寸 法 Ｌ で 示 す 抜 け
部 ３ ７ に 比 べ て 幅 狭 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う に 、 針 管 の 先 端 近 傍 か ら 所 定 範 囲 に 渡 っ て 放 射 状 で か つ 千 鳥 配 列 で 高 密 度 に 円 環
溝 を 設 け る こ と に よ っ て 、 超 音 波 振 動 子 か ら 出 射 さ れ た 超 音 波 の 反 射 エ コ ー を 超 音 波 振 動
子 に よ り 多 く 反 射 さ せ て 、 大 き な 抜 け 部 の な い 、 明 瞭 な 針 管 画 像 を 超 音 波 観 察 画 像 上 に 描
出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 円 環 溝 を 刃 付 加 部 を 傷 つ け る こ と な く 、 所 定 配 列 状 態 で 高 密 度 に 形 成 し た こ と に よ
っ て 、 針 管 の 刺 入 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 穿 刺 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ れ ら の こ と に よ っ て 、 体 腔 壁 近 傍 の 微 小 な 病 変 に 対 し て 穿 刺 す る 場 合 に も 、 針 管 と 目 的
部 位 と の 位 置 関 係 及 び 距 離 の 測 定 を 精 度 良 く 行 っ て 、 確 実 な 穿 刺 を 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た よ う な 本 発 明 の 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ １ ） 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る シ ー ス と 、 こ の シ ー ス 内 を 挿 通
し て 体 腔 内 組 織 に 穿 刺 さ れ る 先 端 部 表 面 に 千 鳥 配 列 で 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 設 け た 針 管 と を
具 備 す る 超 音 波 用 穿 刺 針 に お い て 、
前 記 針 管 の 先 端 部 表 面 に 設 け る 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 、 針 管 先 端 近 傍 か ら 所 定 範 囲 に 渡 っ て
設 け た 超 音 波 用 穿 刺 針 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ２ ） 前 記 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 、 針 管 先 端 か ら 放 射 状 に 広 が る よ う に 配 列 し た 付 記 １ に 記
載 の 超 音 波 用 穿 刺 針 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ３ ） 前 記 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 、 レ ー ザ ー 加 工 又 は 放 電 加 工 で 設 け た 付 記 １ 記 載 の 超 音 波
用 穿 刺 針 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ４ ） 前 記 レ ー ザ ー 加 工 又 は 放 電 加 工 で 複 数 の 円 環 状 の 溝 を 形 成 す る と き 、 前 記 針 管 を 構
成 す る 刃 付 加 部 に 、 円 環 状 の 溝 が 掛 か ら な い よ う に 形 成 位 置 を 設 定 し た 付 記 ３ 記 載 の 超 音
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波 用 穿 刺 針 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ５ ） 体 腔 内 組 織 を 穿 刺 す る 先 端 部 表 面 に 複 数 の 溝 を 設 け た 針 管 を 具 備 し 、 超 音 波 内 視 鏡
の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し て 使 用 さ れ る 超 音 波 用 穿 刺 針 に お い て 、
前 記 針 管 の 先 端 部 表 面 に 設 け る 複 数 の 溝 を 針 管 先 端 の 刃 付 加 部 背 面 側 か ら 所 定 範 囲 に 渡 っ
て 設 け た 超 音 波 用 穿 刺 針 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ６ ） 前 記 複 数 の 溝 を 、 針 管 先 端 か ら 放 射 状 に 広 が る よ う に 配 列 し た 付 記 ５ に 記 載 の 超 音
波 用 穿 刺 針 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ７ ） 前 記 複 数 の 溝 の 形 成 位 置 を 、 刃 付 加 部 に 掛 か ら な い 位 置 に 設 定 し た 付 記 ５ 又 は 付 記
６ に 記 載 の 超 音 波 用 穿 刺 針 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ８ ） 前 記 複 数 の 溝 を 、 レ ー ザ ー 加 工 又 は 放 電 加 工 で 円 環 状 に 形 成 し た 付 記 ５ な い し 付 記
７ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 用 穿 刺 針 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ９ ） 超 音 波 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ て 体 腔 内 組 織 に 穿 刺 さ れ る 、 表 面
に 複 数 の 超 音 波 反 射 手 段 を 有 す る 超 音 波 用 穿 刺 針 に お い て 、
前 記 超 音 波 穿 刺 針 は 、 そ の 先 端 か ら 適 宜 長 に わ た っ て 形 成 さ れ た 穿 刺 部 と 、 前 記 穿 刺 部 の
後 端 か ら 管 状 に 形 成 さ れ た 管 部 と ら な り 、 前 記 穿 刺 部 は 刃 付 加 部 と 、 前 記 管 部 の 延 長 か ら
形 成 さ れ る 管 状 部 と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 前 記 超 音 波 反 射 手 段 は 、 前 記 管 状 部 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 観 察 画 像 上 に 抜 け 部 が 減 少 し た 針 管 画 像 を 描
出 さ せ て 、 目 的 部 位 へ の 穿 刺 を 確 実 に 行 え る 超 音 波 用 穿 刺 針 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 超 音 波 用 穿 刺 針 を 説 明 す る 図
【 図 ２ 】 針 管 先 端 部 を 説 明 す る 図
【 図 ３ 】 円 環 溝 の 配 列 状 態 を 説 明 す る 模 式 的 に 説 明 す る 展 開 図
【 図 ４ 】 図 ２ （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 断 面 図
【 図 ５ 】 超 音 波 内 視 鏡 か ら 超 音 波 用 穿 刺 針 の 針 管 を 突 出 さ せ た 一 例 を 説 明 す る 図
【 図 ６ 】 超 音 波 内 視 鏡 か ら 超 音 波 用 穿 刺 針 の 針 管 を 突 出 さ せ た 他 の 例 を 説 明 す る 図
【 図 ７ 】 超 音 波 内 視 鏡 か ら 超 音 波 用 穿 刺 針 の 針 管 を 突 出 さ せ た 別 の 例 を 説 明 す る 図
【 図 ８ 】 従 来 の 針 管 の 構 成 及 び 作 用 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 超 音 波 用 穿 刺 針
２ … シ ー ス
３ … 針 管
３ ａ … 刃 付 加 部
３ ｂ … 先 端 部 表 面 　 刃 付 加 部 背 面
３ ｄ … 刃 付 加 部 後 端 部
５ … 円 環 溝
５ ｄ … 第 １ 円 環 溝
５ ｅ … 刃 中 途 円 環 溝
５ ｆ … 刃 後 方 円 環 溝
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解决的问题：提供一种超声波穿刺针，该超声波穿刺针能够通过在超声
波观察图像上显示减少了遗漏的针头图像来确实地穿刺目标部位。 解决
方案：在管状部分3b中，从针管3的尖端附近开始的预定范围内，提供了
多个环形凹槽5，...，5，它们是反射超声波的环形凹槽。 这些环形槽
5，...，5通过YAG激光以从尖端到管状部分3b的径向高密度地形成，其
设置和控制了加工图案，或者通过放电加工而不会损坏叶片附加部分
3a。 环形槽5具有形成在环形槽5的底部和侧部处的，以横截面形状形成
的大致线性的表面部分5c，并且具有更多的反射回波，用于从浅角度入
射超声波。 它旨在获得。 [选择图]图2
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